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SYIIOPHiH

　　　Whcn　we　c〔ハ：1struet．　r口1evv　roacl　in　a〔↓iけ，　sve　itvo臼flcn　f〕hliged　lo　use　a　S－Curved

bri　cl［gre　l〕eCttuse　tハf　t：he　tc〕P【）gr“f）hy【）r　the　Pre－estfablishctd　buildil19呂，

　　　O：1tlle：　1．rcss　antilysig．・t　・L・ircular・urv・〔1・P・・c　irEl！1・e　brklg・，　we　h・d　al・・冨1dy

inveHI：itsrllled，　we　descril，ed　here　ell　the：　tret　：‘tnalysis　of　the　circular　S－Curved　space∫田me

bridgc，　FOr　thu　C〔）11VUI　i　ell　C。　Of　ClllCUIatiΩ1ユ，　We　“ssulnc　thut　tiユ。　rUdii　Of　the　tWO　CirCI“

｛lrO　 u111e　 ttn｛l　 thel・e　 is　 llf｝　 trttllsitif）11　 curve　 l〕et、Ψeel、　 tllclll．

1，まえがき

　丁lj問地などで道路や鉄道在築堤するとき，地形な1う

びに大きなピルなどの1瑚係，．ヒ，抽線形の柵の架；没在・必

聾とする場合がしばし1…£ある。tlZ－－1・i」曲綿形の立体ト

プヌ柵についてはすでに発或ずみ1）であるので，ここ

では，il11符の便！lill．11：，・申1径1；11等しい2個の1！jllll線をs

字形に辿柚させ，iltMIに紐制川線を入れな1’、場合の立

体1ツス柵について，餅II［！［荷ポ，接線荷爪，湖心間｝］1

などが作川した場合の応力解祈をi武みることとしたe

2，上げん材応力に関する階差方程式（その］）

　第1図に勇eJ’J二うなS’．1三！lll1糾1‖ワ11：f本1・ヲスlifl在r　l列1二

とれば，これは静定㈹兇i宇ご凸る。この情点ハ，BiCil）i

に

　　聞lrll下1句荷∬更iJ．ti，　i）iri，　Rci，　P，）t

　　右向拙i線荷IR　Q．tt，　f2nt，　QCt，（⊇nt

　　迎心、荷itt　　　l・V，ti，　TI／llt，　u♪Oi，　IVni　‘

が作月］したときの，外側トラスと内側トラスに対し

　　」二げん材の応力を　Vto，　Vi

　　斜材の応力在　　　1）iO，　Dt

　　下げん材の応力を　Lto，　Lt

などで翼わすこととし，またモれそれの部材の艮さを

ftto　，，妬‘1iO，　dt，　tfe，～‘などでi誕わすことにする。

下げん材がすぺて水平になっている場合には

　　　tio　＝Rn，　tt＝　2

となる、、いま，「番目の外側および1勾側の一1：げん格点

について，接線荷浜方向の外力およぴ内力の総和巻0

第1図一一一　tn　S宇llll線形立体トラス僑の見取図

！1巳
IA？，　1、1，：

第1図一b　トラス棚の展開図と横断図

第1図一一e　トラス描の平而図

76



』

S字曲線形立体1ラス描の応力解析

とおけば次の式が得られる。

慧∴欝㌶ll急：㍗｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………（1）

上式を加えて・i＋1在’に変えると

　芸‘λ・＋皇λ＝一（票λ・＋晋り

　　　　＋（鍔三1λ・＋｛缶12）

　　　　一（2c．t・－E＋！2n．tHi）sec－SL…一・……（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　一
また格点∫のZil側の部材応力を使って右側の部材応力

を表わせぱ

VDt＋t＝

σ川＝

び・・2ゐC 奄堰Aii・ll－！・i、”－LD・・告苛

一』÷Ω・弓＋れ1f＋P・・

＋皇｛τ1・c・i＋臓

＋（Ωc£＋2吋t・n－9

　　　　　　　　－
－2・si・

F（σ・、旦旦＋Uiz　　　uu∫　　Ui）｝

σ畑語一」－DI愉

r㌍…e巳；・＋P…＋Pc・

一争｛w・・州7力・

＋（QCi＋2ni）・加者

一2・i・
X（σ゜・蒜＋ロ・÷）｝

1ぽ1…（3）

驚ご…（4）

③・，砦・＋（，1）・隠⊇f乍って（2）・占’一・を

代入し

　ao　・一一・z＝2b・sin．旦

　　　　　　　　2

　（砦λ・＋岳一」）hi＝yi

（｛2ei＋Ω・・）ht・・輻一JPi　　・．・…（5）

　（IVc‘＋Wpの乃’・in尋＝w‘

　　　　　　　　　　り
　♪∫一」「Pi　cos　e十λo（P，t　i十Pb　i）

　　十2（i’Bi十Pen）十2W　i＝　K’t

とおいてパを∋こ縮かえると次の式が得られる，

1｝1…一……（6）
上式を解くためにa）
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　　ツ川二箒θ’）”＋）’X－1　＝＝⑪｝・・t………一（7）

とおけば

　　βT「1’1－2cosρ・βx十βエーt＝＝0

　　β2　一一2　co皇θ・β十1＝O

　　fi　・＝　c・s・（1・1・、ノー＝c・so±isine

　　Px＝（c。s〃±輌・i・の・・＝c・s・・ve土輌fin　arO

上式は（7）の特解であるから（7）の一般解は

　　S’x＝・Ai（COS　arO十isin　．z“の＋A：（co日却一i　sin　a’の

　　　＝‘皇cosエθ十Ct　sin・’：o＝c177i（．T）十c2η2（．r）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　一・…　〈8）

　　71　t（x）＝＝　cos　a：O・712（x）＝　sin　xθ……………（9）

は（7）の特解で，c・・：IGよ’O・c，・1ま微である。

　次に（6）の特解を（1ののように仮定する3｝．

　　），t－　1・＝CX　t・η1（a一ユ〉｛－Cx　2・71　a（x－1）……（10）

ここでCrtおよV：　cエaは．Tの関数とする。なお

　　）’r＝　Cxt・η1（x）十CXt・η2（め……・…・…・…（11）

　　ツ・r・F・パη1（・r＋1）一レ・e，・2・η・（・・＋1）……（12）

が成り立つものとすると，Cx：，　Cx2はXの関数であ

りながら」τを（；v　一一　1），（．T十1）とおいても，‘．Tt，

Cエ2が不変であることを意昧するa

　さて一一般に，．rを（x十1）とすれば，（10）より

　　jtx　＝＝　Cr＋1叫η1㊤）→－cエ＋i・207　s（，z－）

　　　＝（Cx1十△Cr　i）η1（x）十（Cr2十△Cx　2）η空（め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………（13）

とおくことができる。上式か1ら（］1）を引けば

　　△c・r1・η1（x）十△Crp・η2（・r）＝O　－一・一・・（1．4）

すなわち，一ヒ式が成り立つときは

　　△Crl≠⑪　　Ac．2≠O

であっても，式（11．）が成立する。

　式（ll）において，　X－・（．X十1）とおけば

　　5rr＋1＝Cx＋1・t・71　t（a：十1ゴ」－Cx＋t・2・η2（．r十1）

　　　　＝（emt十△c＝1）η1（x十1）

　　　　　十（Cx　2十△ex　2）η2（エ十1）・”・・・…　”・・・・…　（15）

式（10）（11）（15）を式（6）に代入すると

　　η1（・z’十1）－2cosθη三（x）十η1（x－－1）＝0

　　　白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●

であるから

　　△Cx：・η1（x十1）十△Cx　2・η2（x十1）＝Kx……（16）

式（14）と（16）から

　　△c・1－－R…謀θ・△…一瓦曇：；エθ………（・7）

　　　　　xK，siniθ　　　　　　　　　　　　　　xKl　COS　ie
　　’バ竜・i・ac・・r三。si・o”一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　”・（18）

（6）の特解は（9）（11）（18）より
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　　　距…酬畔κ忠γ”

　　　　　・1・iM『κ當∫”…・…一……一・・’・・（1の

　（りの・一・般解は（B）と（19）の和で喪わ己れ

　　昂μ一・事・・輌〃＋ぽ脇＝∫）（1

　　　－・・－r・＋輌紺・1『1哩1旨禦

　　　　　　　　　　　　　　　r　－1
　　　＝cl　 cns　，？rtt－1－ ca　 sil1　，7rtl －1－i’ @　｛1，’＿　t　一ノ，i　cns，　 〃

　　　　　　　　　　　　　　【，
　　　　・卜λo（I」．ti十i」nt）十1（P川十Pvt）

　　　　＋2副逆窯苛望一…・一一……（20）

ここで境騨条件在入れると

lli憲蕊i惣㌶蒜㌧｝

目ζた，式（20）は（6）を澗足しているので（fi）に

；16いて，エを一1．，およびoとお1づ’ぱ

言＝蹴㌫訓）｝

∴　　frl　＝⑪，　Cu＝　o

　　　　，r－1
．° D」ハ：u＝±1（／｝t．．t－∫）1　cosrO十λo（El　l一トP’，ゆ

　　　　o
　　　　　＋a（P川＋i’vi）＋2・。・｝些鵬慧

ここで

　　〔－1’．tt〕輌・．o－）　i）、t　e－Ao　〔1）’ls〕i＿．。一レP’So　’一　Bo

であるか1う，Anと」3“とをハ1‘1’ntからはずして

　　〔i”、t　tl　i＝o，いUI－・：＝1｝．e　n‘P，ll，1’．i　u……

　　〔P川〕t“o，ltO・・一＝P”o，　i，tt1，　Ptt：……

を表わすものとすれば

　　　T－1
　　0㌧r＝工｛「，’－1－！｝’cos　e－1－2n（i、tt十P」め

　　　　〇

　　　　＋a（P’tt・1－Pの＋2剛⊇§論’）o

　　　　－（a・Ao＋aBの認θ…・・………・………（21）

さて

　x－l　　　　　　　　　　　x－u
　　2’　Pt－1　sin（；v一ゴ）θ＝Xψ‘sitl（．t－i－1）θ

　‘zaO　　　　　　　　　　t　：“’t

　　　・r－－2　　　　　　　　　　．v－1
　　　＝＝三。t’1　sil’（：lr－i－1）〃＝エ♪’sin⑰一ゴー1　　　　　　　　　ine）e

∴懲♪・－1－Ili　C・・の当詰ゴ迎

　　　　，v－・1
　　　＝一工〆，‘co9．（，2：一ゴ）o

　　　　i＝o
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　　　　　　　　　　　　　　　第17号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一、

　　x　　
．3ftr　：一一iT 轣Cl　cos（．7：　一一　i）θ

　　　∫＝11

　　ホr　コ
　　ー｝・一，2［｛λllσ「1‘－i一乃］力十A（Pit　i十∫ζり

　　‘■け

　　＋2…｝璽㍍迦

　　一（ル1巾＋ABn〉：i㍑・………・一…・…に22）

もし，．a：が1・ll央枯点Xea）ときは

ツ訓・（悪λ・＋｛1／12）一皇IP…1（止一’）〃

　　kr　i
　　十上’｛2a（P，lt十乃川〉卜R（P川十P，ノの

　　t＝o

　　榔・｝警編塑一（λ・A・＋2B・）i雑

　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　一■・…　文23）

岡1蜘こして，反対側の支’点からかぞえた中央協点番号

te　k　iとすれは

　　W謝（．q％｛λo十［ノk’2「’1〕k’　　　IIA・’）　　・　、

　　　　a・，－1　　　　　　　　　　　　　　　　k，－1

　　　＝工1）it　cos（k’－i’）0十工｛ao（Pnt’十J？ltt）

　　　　tt縛o　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　＋R伽一・’・・の一・・TVt’｝sin認〆）

　　　　一（2・J3n＋RAn）5瓢『…・……一……（・」1）

ただし

　　慧二1’／2｝……一’一一一一・・…・・（…5）

　3，上げん材応力に関する階差方程式（その2）

　式（1）を変形して加えると

　　芸㍑已昔＋謬吉＋患一帯一晋

　　　一1－（Ω川一1一皇三LrRO　　A）・・4＝o…・一……………・（26）

また，而A、　Bi　Ci　Diの而田IIで1つス翻断してrl」

の部分を取り出し，これに作用しているすぺての外力

および内力の鉛疽力向の力の総和を0とおけば・次の

式が福hうれる。

　　（恐＋晋）（ゐ‘－hl．－1）一（器f＋争）lu－1

　　　ヰ裟語＋撫）（ht＋i－一　hi）

　　　＋（召梧＋3嵩うゐ・

　　　＋丑汁識＋Pc、＋P。Fo．．＿＿一一・細）

ここで
　　P．ti＋Pin＋JPCt＋Pt、t＝Pi．．．＿＿＿＿．．…・・・・…（os）
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　it・…：（・『i81－＋…『巳）一。禁。（鶏＋乎）＝qt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…・・……に29）

　（鴇＋岳）ht＝．rt－……一……・一・…（30）

とおいて（2のと（27）からDを消去すると

Ei，，，－2…＋xt－1＝J’・－9・＋qt－・1－一…（31）

これに，境界条件として

1：1㌶惣一穿…識｝を入れると

　　　i－l　　　　　　　t－1
　，z・i＝N（i－－2）P・　一一　y　qe－i（Ao－｛・Bo）…………（32）

　　　：■o　　　　　　　　　a■n
もし，iが中央楕点X’のときは，　iをk，＝tp　iに書き

かえて

肝C驚二＋芸）占・

　　　　・－I　　　　　　　　K’・－1

　　＝N（k－’）Pt－∫仔‘－k（AoヰBo）…・・……に33）
　　　ifia　　　　　　　　t＝o

同様にして，反対側の支点からかモえた中央楮点番号

をktとすれば

　x・・　＝（旦？監＋u・’rオ㌦’　　ltk’）∫lk’

　　　kf　1　　　　　　　　　　　　A：t・－－1

　　　＝i1（kt－i’）Pi’十．∫qv－k’（4．十B，」）・・〈3の
　　　t’＝o　　　　　　　　　　　　t．s＝o

41上げん材の応力

式（23）と（33）において，もし支点反力がわかっ

ていれば、．7rk，」，kを決定することができるので，　こ

れらの2式を辿立方程式として解けば

悪＝謁鵠㌃一三叢竺蒜…・…に35）

同様にして，式（24）と（3めより

　　悪一一‡是雛・皇≒寸吾蒜’…（36）

以上の4式は，　克およぴktが中央路点でない場合に

も成りIlt二つロ

5・左右両側の支点反力の関係

第1図において，中央上1ずノ嚇点における接iei！h”向

の力のつり合条件式を作り，（35）と（36）を代入す

ると次の式か得1ろれる。

一悪λ・…：＋嘉λ・。・9＋s20A，＝・

　Xk＋．ric，一（Yk十卸’A　　λo）＋疏（÷一素）Ωm　sec－g＝o

上式に（33），（3の，（23），（24）を代入して整理すると

♀且・＋細＋鋼一誌鑑∂一…（37）

79

ただし

　　　L－
〔o〕＝∫

　　i＝o

　ll
⊥工

k十1

‘（Pai－｛・Pni）｛（r十の2sil1（主一f）θ

　　　　一ト（r－－b）’一ゴ　sin　 ‘？｝

　十（P捌十Pc↓）r（r十’，）｛sin（±一ゴ）o

　　　　十i　si　ilの

　十Ω在乃fG’十b）｛1－co5（k－－i）θ｝

　十Ωρ‘11‘｛’・一白・十めcos（k－－i）の

　十（IllCi→－IEII71）　t）∬」‘（r十占）sill（瓦一‘）θ

（P．1　i十Pni）ケコsi］1（‘一え）θ

　　　　＋rG・＋の（，」一∫）5inO｝

→一（Plr‘→－Pc‘）’一（’噛十b）　 ｛s　i　1，（「－k）θ

　　　＋（n　　t）sinの

一Ωc‘み∫r｛1－ces（i－k）θ｝

－2川Jt　l｛，・十占一7℃os（IT一めの

一（111et－1－Wl⊃t）1’‘　オーsill（「一止）θ　　　　　　　　　　　　　」

6．鉛　直　反　力

　第1図のような曲線形立体トラス』nに外力P，Q，　IV

が作用したとき

ii灘麟甦i｝－I」1

式（37）を含めて，方程式が4個，宋知鉛直反力が4

個であるから，この辿立方程式を解けば未知鉛直反力

を求めることができる。

　まず（1）を作って整理すると

A・＋B・一 ﾄ，叶1農i。va－・…一…一（38）

賠｛（讐灘竃雛⇒

璃｛（弩≧輪当

　次に（2）を作って整理すると

（半）（A・－B，・）＋Bぽ一〒三｝盃㌔バ…壬39）

　　　k
〔1・〕＝工

　　‘±o

＿日
㌫1

（P，1∫十P刀1）（オ・十のsi11（占一りθ

　　一ト（Pn‘十Pa‘）7－sin（k－∫）θ

　　一（Ωσ‘＋2D力hi　c。s（k－f）θ

　　十（1τア凸十w加）占‘5in（k－i）θ

また（3）を作って整理すると
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　　Ao十Bn十ノ1，，十Bn　＝〒〔tr〕

　　　　TI　　　＝よσ㌔十1，”‘・れP「∫‘・トJ’ni）・…・………・…（’10）

　　　’＝叩

以．1二4個の式（37）～（40）を辿立方程冗として解けば

4個のenlj’．1反力は次のよう1・こなる白

　　ノ10＝μトザ〔β〕十r〔，・〕十〔δ〕｝

　　丑o＝μ1（r・‥Fb）1：β）一一’．〔r〕一一〔δ〕｝

　　A，1＝「（　｛（r－1一占）（2’．一［一占）sin　 k．〃〔fr〕

　　　一〔fi　）・一一（’r・・1・rb）〔β〕一｛一（’・一」一の〔r］）

　　β’ド：∫d－一”（2r十1，）8hl　ktl〔tV］

　　　十〔司十”〔t9］一一・（”・トの〔1’｝｝

　　　　　　　1
　　μ：：一一5（lir，；一一「巧扇三藺

式（41，）に；ioいて，

……… i4り

　　　　　　　　　1）・・．1，（］＝1，1・1ノ＝＝］とお日’ぱ，

それぞれに対する鉛皿’［反力の1形杷i細が得，5れる．

第2摺1　平而i図にお｛，ゴ’る幾f可学n9関聞1

7，水平　反　力

　第2図において接線To方1句の力の総和をoとおけ

ば

筑璃〔（2，tt＋2nt一トQ‘’t－1－Qnt）cos　io　　－1－（II「，，‘一一1◆1Vn　t－1－　1nyXo｛－1－IIIn　t）sill　

i〃〕

㌔引（Ω・1叶一Ω川＋Ωロ‘＋Ω川）¢o・（n－i）θ　一…一（1耳ノ〆1‘一1－1・1τ」”一1－1・1虜ロt1・17∫」f）5　i　11（’～－」）。〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………（犯）

次にA・を通る端［線のJl！il・IJのモーメン1の1舗1をo

とおいて継坦1すれば

　｛（2r－1一あ）sill　k伊）H，，

「1〔ii…欝蕊鷲卿｝

　　（Q、tt＋Qni）｛’・一（2，・十のCOs（’一めθ

　　　　　　十（1’十のcos白卜∫）e〕

＋呈　＋（Ωnf＋Ωの｛一②・＋b）c・s（i－k）〃

A・＋1　十（，’十ゐ）十（，・十み）己05（♪」一りθ｝

　　　十（T・v’lf十1－VBt＋w西十1γ力力｛（2，・＋め

　　　X・i・（i　一一一　k）θ＋（r＋占）・i・（・・一輌）の

・………・ ｶ43）
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さらに・第2図においてo’を通る鉛i欄の剛のモ

ー〃1’の総和de　oとおき・式（42）　ls一代入すれば

　｛（2r十み）sin　J：…〃｝正jro

　止
一＿y
　　ぺ

t冒o

　lt
－；i

詞・1

（Ω」∫十Ω’吋｛（r十占）（1－co．s　iの

　　　一（2r－1－b）sinゐθ5in　iθ｝

十（Ω川十2‘it）｛”一（r十のcos　io

　　　－一（2t・一一b）sin　kU　sin輌θ｝

一（111．l　t＋百川・1－UPc’＋IVi♪‘）｛（r十btsin∫o

　　　－（2♪唱一1－b）Si■1　毒θ　COS ∫θ｝

（！f2　、i　s十Q川）〔’・十｛（r十b）

一（2’・十のc〔）s，　leのcos（ノ」一ゴ）の

一1－（Qnt十Ωσの〔（”・i一力）十｛（ブ十め

一（2’“十のcos　kのcos（n－i）の

・1にlv，，　t十1・V川’1’　lll’c’i十“1ノ｝輌）［｛（r一トの

一H i2r十のcos止のsi11（”一りθ〕

＆　支点反力の影響線

…・一…
ﾉ44）

　第1図のような格閥数♪川』1のS宇曲線形立体1・ラス

・僑の格点’に・J，：・：ユ．，2＝＝1，またはτV＝1だけがfk’

川したときの支点反力は，武（41）～（44）より次の式

で炎わされ，iをO・VltのllUで変化させると反力の影

響線が得られる．

　それぞれの式において

　　b＝4m　ヂ＝13m　hl＝5m

　　〃＝＝9P　13’　03”　　n＝8

に対aする影！里1線のグラフを匝1け1ぱ，第3図～第10図の

ようになる。

（1）　鉛直荷皿1），ti＝1またはPDt＝1が作用した

　　　場合

　（乱）　0≦i≦k　の掲合

A・＝rt｛r（ア・＋の（∫sinθ＋s▲n‘の

　　　十（」・十の（2’・十の5ill（k－i）o

　　　－♪て2r十のsin　leO｝

　」30＝＝一，t‘｛’・（プ十b）∫sinθ一F（～・十占）2　sin輌｛P

　　　十白・十の（2，・十のsin（k一輌）θ

　　　一（’・十の（2，哺十のsi”　kの

A，、　・it｛（・＋の・si・輌θ一・（・－1一の’・i・の

　B，，＝　ll｛’・（，・十の（’silユ0－sin　iの｝

　Hn＝：To＝　Jla＝⑪

（h）　虎十1≦「≦ttの場合

i1。＝声｛（。＋の（，’一り・i・e－’・・i・（’・－i）の

B。　・　一、i，tt’（・・＋の｛（，・一’）・i・o－・i・（・1・一一　i）el

A．　＝st｛（r＋の（2，＋占）si。　ke－，（・＋の（n－i）sine

　　－．（．＋め，i。（n一輌）θ一。（2・＋の・i・（i－－k）の
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月．＝　ft1’｛（r十b）（’」　　　輌）siil・o＋…in（”一∫）o

　　　＋佃’＋のsi・（’－k）θ一（2’・＋の・i・刷

π，、＝H。＝71。＝o
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　第3図　P川＝1．またはP川＝1による
　　　　　　　鉛ll｝1反力影響級

（2）鉛虹荷重1’ni＝1またiま1”Ci＝1が作川した

　　　　場合

（ll）　0≦’i≦le　の場合

An＝「」’●｛（’．一｜－b）∫　Si11　 θ一｝一’．Si11　 「〃

　　　＋（2”－1一のsil1（走一∫）o－（2r－1一ル）sin刷

Bo＝1t｛（t・十b）（2’一一1一占）sill　ktl

　　　－’て”＋の（”・sin　O＋sill　iの

　　　一，．（2，．→－b）si11（k－一「）『’　｝

ノ1・＝一μ・（’・＋の（輌sinト5in　rの

B炉1・r｛（r十b）isin　O－，・sin・ie｝

品・＝　1－lo＝T。＝⑪

（b）k十1≦「≦n　の場合

Ao＝tti〈r十b）｛（刀一「）sinθ一si；1（ll－「）θ｝

B・＝μ（・・＋の｛（’・＋のsin（，’－i）θザ（〃司・i・O｝

」1・＝一μ（プ＋の｛r（才r一匡）sin・o＋（r＋ゐ）・i・（〃－i）o

　　　十（2’°十b）sill（i－－k）O－（2’㌔モーゐ）sin　ka｝

B・＝μ｛’・（・＋の（’・－i）・i・〃＋’・（・・＋の・i・（・・一‘）θ

　　　→一（r十b）（2’一→一占）sin（「－k）θ一’一（2，．一｝一占）EiinL・θ｝

凡＝H。＝T。＝o

へ゜

瘡ﾖ…§fぎrs
　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　．

（3）　接綱荷浜Ω甜＝1が作用した掲合

（ll）　⑪≦i≦k　の場合

／1・＝幽｛（r十b）＋r・・S’θ一（2∫・＋占）・・S（た一’）の

B・＝一幽｛（r＋の（1＋…rの

　　　一（2r＋のc・5（k－－i）の

ん＝一μ1’↓（r＋占）（1－c・s輌の

B・F幽｛（r十b）一’℃・siの

ぽ1＝μゐ【（r＋のcos　iO　一一1つ

1－1。＝一／，b（（1・＋のC・S・io－r

　　　－｛一（2r－1－b）sil1　ゐθ　si11　 ’θ　 ｝

T。＝cos’θ

（h）　k十1≦匡≦ttの掲合

A。＝一内”【1－c・s（’」一ゴ）の

Is・＝一一　r・hi｛（r＋の己・5（’卜’）〃一’・｝

・’P，・＝∫・力dブ＋白㌔｝一のc・t（’・一’）伊

　　　一（2”＋めCOs．（i－k）の

Is’・＝一，両｛r＋1・　C・s（”一’）e

　　　－（2r＋のc・5（i・一　A・）の

II・・＝μ，〔r＋占＋ひ一1一のc・5（・」一〆）θ

　　　一（2r・＋のcos（∫－k）の

H。＝－t・b〔（’・＋の｛ユ＋c・5（’」一∫）の

　　　一ほ’＋のc。sk伊c。s（・」一∫）の

T。＝c白s（　　　　　　‘lt　’）θ

　　ト
A．ミ
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第5図’…2Ci＝　1による鉛直反力培響線
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第］7号
「「一”za

＼、
　（4）　接刷荷甫（2tlt＝・・1．が作川した場合

　　　刀。＝βピ・：；A，1・詔、＝｛］

　〃，、！lu　Toは』妾舶i！祠「llπΩr∫’＝・1　力可乍∫］」し1こ場・合と

同じである。

（5）　接線荷］’ftQ川＝］，が｛乍∫’日しノこ場合

（n）o≦1≦leの場合

ノ1・＝－1〃’‘｛（2’占＋の・白t（Je－i）〃一’・（1＋c・s　iの｝

∫鍵・・一輌｛r＋ひ一｛一のc・si〃一②・－rの・・9，　（k一りの

んは畑｛（’㌔1・　b）c（コsrθ一’・、｝

∫ナ・rf加’（1－c・・Hiの

Iln…ニ…Slb（t・＋b）（：1－C寵の

1」11＝1ψ｛（’・＋の（1－6‘凋輌の

　　　　一（2”＋めsin　At〃titl　iの

7㌔1＝己‘旧’（i

（h）　k十1≦「≦〃　の場合

〆1・＝一幽｛（？・十乃）一’・c・s（♪回）の

B・＝畑G・・1・り｛1．一・⑪：（’卜IT）の

／1…＝幽ひ＋問（・・＋b）cos（，卜r）〃

　　　一（2’唱一1一の。・s（ゴー止）の

B・＝一画｛r＋h＋T・・cos（’t・一一・・i）o

　　　－（21’＋のc・s（∫一勾の

　禽
A・　91

Al；

4

h

匡惑糟自第7図こ2Di＝1による鉛1江反コJI形響級

H。n
　　l’

　　1
　　｜

lL

㌣　㌣　㌣　亨，

　　　　　　　　　こ
臨　　」　　6・　nyt■’
　　　　　　　　　‘

㌣　†　㌣ ㌣’1

　：

ffri　）

　　　IJn　＝－t・b｛（2”＋のc・s（i－k）θ

　　　　　　一一・一（r＋b）c・s（n－i）〃｝

　　　H・＝一／・b｛r・・卜（，・十ゐ）c・s（’〔）伊

　　　　　　一t（2r＋のc。・，　leO　c・s（・1－i）の

　　　T・＝即s（77rり伊

　（6）　接線荷皿2’tt＝　1カ｛作用した場合

Ao　＝’L　Bo＝　A，t　＝：Bn＝oで・」ゴ・H。　T・は，接輸

1｛r：QPt＝1が作」’1」した捌・合と「司じである。

（7）　」丑ば㌔甫∫ロヱH7fn：＝1　Ei・；鍵こH二、．Vn‘：＝1　iJ｛IPMし

　　　　た場合

（il）　0≦i≦虎　の場・合

凶・＝∫・姉’Sini〃＋（2’㌔トb）sin（k－i）θ｝

担・＝－11み・｛（r＋の菖in’o＋（2’－－i一のsin（止一r）o｝

ん1＝吻（r＋のsin・iO

日・・＝一剛，・sin　i〃

正r，1＝μ占G・＋のsin　ie，　T。＝sin　ie

Ho＝t‘占　｛（21・十b）5in　占θ　cos　 〆〃一（’可→一西）sin　’e｝

（b）　k十1≦「≦〃　の場合

ノlo＝：tl　ht　rsin（　　　　　　■ll　t）伊

丑。＝一μ』t（r＋b）sil・（”一〆）θ

ル＝幽｛（・・＋のsir・（”一りθ＋（2r＋のsin（輌一鯛

Bn　＝－r・ノ」‘｛r　sil・（n一りθ＋（2P・＋のEh・（匡一k，）e｝

1－1，，　＝∫」み　｛（27・十b）5i11（匡一k）θ一…一（r－i一西）sin（’t－i）o｝

H・＝ψ｛（2r－1一句cos・kO　sin（ll一ゴ）O

　　　－（i・＋b）sin（π一」）o｝

T。ニsin（’1－’）〃
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　［’n

エ1

躯8図　Ω垣＝1またはΩ伽＝1による

　　　　　水平反力堤樹線

（B）j虫心荷垂臨一⊥まノこはIV炉1がi棚し

　　　　　た墨合

A。＝B。　。An＝＝Bn＝＝Oで，　Mn　H。　T。は，齢荷

1ll　1’llei＝、またはTIIpi＝、　r，・作用した齢と剛で

Obる。
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H，ミ

　：

伎1

■

屯o凸q×

■

τ

§1．R

　この表でわかるように，個々の反力については，外

力1に対し最大3％程度の誤斑iがあり，反力の総羽1に

ついては，1％以下の誤鶉iに止まった。なお，部材’応

力については，外力1に対し，最大30％台の誤差を生

じたものもあったが，これらの誤差は，格点の剛結に

よるもので，1・ラスの2次応力と考えられる。

璽きミ

第ユ0図　11Lii＝　1．，IVnt＝1，1・liai　＝1．　Ufたは

1I／nt＝1にょる水平反力賠響線

9，摸型実験値と理論値の比較

内側協点±1e・径

巾員

楕閥数

格点1川の中心角

i’ラスの筒さ

外側上げん長

内側上げん長

外側斜材’長

内側斜材長

”＝130Cm

ゐ＝：40Cm

，よ＝4

θ＝18026’06〃

みt＝50Cn、

rtiO＝＝54．5cm＝20

ttt＝41．6cln＝2

di°＝71．9cm

dt＝＝62．9。m

以上のようなS字曲線形立体トラス橋の撲型に対して

鉛値移動荷重を作用させ，すべての支点反力と部材応

力の影響線を求めたが，その実験1直と理論計算値とを

比較した結果の1例を示せば第1表のようになる．

10，あとがき

　ここに解析したS宇曲線形立体1・ラス』宿は，il†向曲

線の聞に紐和部分がないので，このまま道路橋融タ1道

橋に剥川することはできないが，実用的な解析へ一歩

近づけることができたことは確かである。さらに半径

の異なる背向曲線より1戊るものや，〒7向曲線のltUに直

線部分を入れたものなどについて解析を逃めることが

必要である．

　本研究はll召和40fl三度文音ll省科学研究費によるllJF究の

一部であり，なおこの計算なtbV：に実験については松

1］11三1識1君，および葺主子武久君に労苦を煩わした。ここ

に附記して感謝の意を表する．
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第　1　ii受

載荷点

Ao

Al
A　za

As

Al

反　力Ae

理論値

1，00

0．93

0．53

0，23

0，00

1鋼値

1．00

0．92

0，52

0．23

0．00

反　力Be

理論値1実験値

　0，00

－o．23

－0．10

　0，00

　0．OO

　0，00

－0．25

－e．13

－o．02

　0，00

反　力　A，

理論値

0、00

0，30

0．4ア

0．60

1．00

1実験倣

0．OO

O．31

0．50

0．63

1．00

反　力　B，

理論｛1血

0．00

0．OO

O．10

0．17

0．00

｛実験値

0．00

0．01

0，11

0．15

0．00

Ao十Ba十A4十B4

理論値

1．00

1．00

1．00

1．eo

1．00

1実験値

1．00

0．99

1．00

0．99

1．00

（‖召li141il三8∫！j31　EI受イ寸）
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